
産
業
廃
棄
物
収
集

運
搬
業
の
許
可
を
取
消

〈
神
奈
川
県
〉

ボ
イ
ラ
ー
室
で
ア
ス

ベ
ス
ト
の
含
有
を
確
認

〈
新
潟
県
〉

産
廃
収
運
許
可

取
消
の
行
政
処
分

〈
兵
庫
県
〉

欠
格
要
件
に

該
当
で
許
可
取
消

〈
山
口
県
〉

ご
み
収
集
車
の

火
災
が
発
生

〈
山
口
県
下
松
市
〉

収
集
運
搬
業
の

許
可
を
取
消

〈
福
岡
県
〉

こ
れ
ま
で
の
歩
み
に

つ
い
て
。

小
林

前
身
と
な
る
小
林

発
動
機
製
作
所
（
後
に
小

林
兄
弟
鐵
工
所
に
改
名
）

は
、
曽
祖
父
が
１
９
０
６

年
に
設
立
。
木
炭
ガ
ス
を

利
用
し
た
発
動
機
を
開
発

し
、
燃
料
不
足
に
悩
む
当

時
の
日
本
の
生
活
を
支
え

た
。
今
で
言
う
バ
イ
オ
マ

ス
利
用
の
元
祖
だ
。
技
術

だ
け
で
な
く
、
そ
う
し
た

社
会
へ
の
貢
献
度
が
評
価

さ
れ
、
産
業
考
古
学
会
の

「
産
業
遺
産
」、日
本
機
械

学
会
の
「
機
械
遺
産
」
の

認
定
を
受
け
て
い
る
。

御
池
鐵
工
所
と
し
て
の

創
業
は
、
祖
父
の
代
で
１

９
５
３
年
の
こ
と
。
製
材

所
か
ら
出
る
お
が
く
ず
を

燃
料
化
す
る
オ
ガ
ラ
イ
ト

製
造
機
を
開
発
し
、
ト
ッ

プ
シ
ェ
ア
を
占
め
た
。
そ

の
後
、
製
鉄
所
の
燃
料
需

要
が
急
拡
大
し
、
間
伐
材

や
解
体
材
な
ど
も
原
料
と

す
る
よ
う
に
な
っ
た
た

め
、
選
別
や
乾
燥
、
破
砕

の
技
術
も
磨
い
て
い
っ

た
。
１
社
で
プ
ラ
ン
ト
の

全
工
程
を
組
め
る
よ
う
に

な
っ
た
の
は
、
こ
の
経
験

が
基
盤
と
な
っ
て
い
る
。

大
き
な
転
機
は
。

小
林
昭
和
の
終
わ
り
頃
、

包
装
プ
ラ
な
ど
の
ご
み
問

題
が
深
刻
化
し
た
。
そ
の

処
理
の
相
談
を
受
け
、
１

９
８
４
年
に
開
発
し
た
の

が
、
今
の
主
力
製
品
で
も

あ
る
Ｒ
Ｐ
Ｆ
製
造
機
だ
。

こ
れ
を
効
率
的
に
動
か
す

た
め
異
物
を
除
去
し
よ
う

と
、
選
別
技
術
も
向
上
。

ヒ
ッ
ト
商
品
と
な
っ
た
バ

リ
オ
セ
パ
レ
ー
タ
ー
も
当

初
は
容
リ
プ
ラ
向
け
だ
っ

た
が
、
改
良
を
重
ね
、
建

廃
だ
け
で
製
紙
会
社
の
ボ

イ
ラ
ー
燃
料
需
要
に
適
合

す
る
ま
で
に
な
っ
た
。

こ
の
バ
リ
オ
は
、
産
声

を
上
げ
て
か
ら
能
力
が
認

め
ら
れ
る
ま
で
に
１０
年
ほ

ど
か
か
っ
た
。
今
で
は
業

界
の
先
駆
と
し
て
全
国
に

採
用
が
広
が
っ
て
い
る
。

ユ
ー
ザ
ー
の
ニ
ー
ズ
に
真

摯
に
応
え
て
き
た
結
果
だ

と
自
負
し
て
い
る
。

現
在
は
、
選
別
精
度
を

さ
ら
に
上
げ
、
作
業
負
荷

を
減
ら
す
こ
と
に
取
り
組

ん
で
い
る
。
そ
の
第
一
歩

と
し
て
、
Ａ
Ｉ
を
活
用
し

た
ロ
ボ
ッ
ト
選
別
機
の
１

号
機
導
入
が
来
春
を
め
ど

に
決
ま
っ
た
。
こ
の
ロ
ボ

ッ
ト
選
別
機
の
試
験
や
在

庫
保
管
を
行
う
第
３
テ
ス

ト
工
場
を
１１
月
中
旬
に
開

設
す
る
。ま
た
、Ｒ
Ｐ
Ｆ
の

小
型
燃
焼
炉
も
来
夏
に
お

披
露
目
で
き
る
予
定
だ
。

今
後
の
展
望
に
つ
い

て
は
。

小
林

時
代
は
焼
却
・
埋

立
か
ら
リ
サ
イ
ク
ル
へ
と

転
換
し
、
廃
棄
物
の
性
状

も
ま
す
ま
す
多
様
化
し
て

い
る
。
こ
れ
ま
で
培
っ
た

ノ
ウ
ハ
ウ
を
生
か
し
て
、

処
理
機
も
常
に
進
化
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。わ

が
社
の
強
み
は
、
プ

ラ
ン
ト
の
肝
の
部
分
を
全

て
自
社
内
で
手
掛
け
る
こ

と
に
よ
り
、
迅
速
な
対
応

を
可
能
に
し
た
こ
と
。
社

員
約
１
６
０
人
中
３０
人
超

が
設
計
部
に
所
属
し
て
お

り
、
開
発
・
設
計
に
は
特

に
力
を
入
れ
て
い
る
。
今

後
も
安
定
し
て
操
業
で
き

る
良
い
機
械
を
適
正
な
金

額
で
提
供
し
、
社
会
の
役

に
立
っ
て
い
き
た
い
。
そ

の
哲
学
と
技
術
を
継
承
す

る
若
手
の
人
材
育
成
が
、

今
後
の
重
要
な
課
題
だ
と

思
っ
て
い
る
。

リ
サ
イ
ク
ル
機
器
メ
ー

カ
ー
の
エ
ー
イ
ー
エ
ム

（
長
野
県
上
田
市
、
加
藤

嘉
幸
社
長
、

０
２
６
８

・
３
１
・
０
１
５
５
）
は

新
た
に
小
型
高
磁
力
式
ド

ラ
ム
磁
選
機
を
開
発
し

た
。
破
砕
後
の
ミ
ッ
ク
ス

メ
タ
ル
の
選
別
・
資
源
化

に
役
立
つ
。
小
型
で
運
び

や
す
く
、
値
ご
ろ
で
産
廃

処
理
・
ス
ク
ラ
ッ
プ
業
者

な
ど
か
ら
引
き
合
い
が
増

え
て
い
る
。

使
用
済
み
家
電
や
廃
Ｏ

Ａ
機
器
な
ど
を
破
砕
し
た

後
に
出
て
く
る
ミ
ッ
ク
ス

メ
タ
ル
。
銅
・
ア
ル
ミ
・

ス
テ
ン
レ
ス
・
真
鍮
・
電

線
・
基
盤
・
亜
鉛
な
ど
貴

金
属
が
混
在
し
て
い
る
。

２
０
１
８
年
末
頃
、
中
国

が
輸
入
規
制
を
強
化
、
国

内
の
ミ
ッ
ク
ス
メ
タ
ル
は

不
純
物
が
多
く
混
入
し
て

い
る
と
し
て
輸
出
が
難
し

く
な
っ
た
。

開
発
の
き
っ
か
け
は
ミ

ッ
ク
ス
メ
タ
ル
の
中
の
ス

テ
ン
レ
ス
を
磁
力
で
選
別

で
き
な
い
か
相
談
さ
れ
た

こ
と
。
同
装
置
は
、
磁
束

密
度
４
５
０
０

の
高
磁

力
ネ
オ
ジ
ム
磁
石
を
採

用
。
普
通
の
磁
選
機
で
鉄

を
除
去
し
た
後
に
同
選
別

機
で
再
度
選
別
す
る
と
ス

テ
ン
レ
ス
系
の
材
料
を
効

率
よ
く
取
り
出
せ
る
。

重
量
は
約
１
２
０
㌔
㌘

と
コ
ン
パ
ク
ト
。
軽
ト
ラ

ッ
ク
の
荷
台
に
搭
載
可
能

だ
。
選
別
有
効
幅
は
３
０

０
㍉
㍍
で
振
動
供
給
機
や

フ
ル
イ
機
能
も
搭
載
し
て

い
る
の
が
特
徴
。
処
理
能

力
は
１
時
間
当
た
り
１
〜

２
立
方
㍍
で
オ
ー
プ
ン
価

格
。同

社
の
加
藤
社
長
は

「
小
型
な
が
ら
処
理
能
力

は
威
力
十
分
。
ス
ペ
ー
ス

は
と
ら
な
い
し
、
運
び
や

す
い
。
開
発
後
、
問
い
合

わ
せ
が
増
え
て
い
る
」
と

話
し
て
い
る
。

神
奈
川
県
は
９
月
１４

日
、
真
和
建
設
（
東
京
・

千
代
田
、明
本
真
吾
社
長
）

の
産
業
廃
棄
物
収
集
運

搬
業
許
可
を
取
り
消
し

た
。同

社
の
廃
棄
物
処
理
法

施
行
令
第
６
条
の
１０
の
規

定
に
よ
る
使
用
人
は
、
自

動
車
の
運
転
に
よ
り
人
を

死
傷
さ
せ
る
行
為
等
の
処

罰
に
関
す
る
法
律
お
よ
び

道
路
交
通
法
に
違
反
し
た

こ
と
で
、
２
０
１
８
年
３

月
１２
日
に
福
島
地
方
裁
判

所
い
わ
き
支
部
で
懲
役
１

年
２
月（
執
行
猶
予
付
き
）

の
判
決
を
受
け
、
同
月
２７

日
に
刑
が
確
定
し
た
。

そ
れ
が
廃
棄
物
処
理
法

で
規
定
す
る
許
可
の
欠
格

要
件
に
該
当
す
る
た
め
、

許
可
を
取
り
消
し
た
（
法

第
１４
条
の
３
の
２
第
１
項

第
４
号
）。

新
潟
県
は
１０
月
１４
日
、

県
立
妙
高
病
院
で
の
蒸
気

ボ
イ
ラ
ー
更
新
工
事
に
伴

っ
て
実
施
し
た
事
前
調
査

の
結
果
、
ボ
イ
ラ
ー
本
体

の
保
湿
材
に
ア
ス
ベ
ス
ト

（
ア
モ
サ
イ
ト
）
が
含
ま

れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し

た
。保

湿
材
は
セ
メ
ン
ト
状

に
固
め
ら
れ
て
外
装
材
に

覆
わ
れ
て
い
る
た
め
、
飛

散
の
お
そ
れ
は
な
い
と
い

う
。
除
去
に
つ
い
て
は
今

年
１１
月
に
実
施
さ
れ
る
予

定
だ
。

兵
庫
県
は
１０
月
１９
日
、

Ｈ
Ｏ
Ｐ
Ｅ
（
大
阪
市
、
中

村
一
貴
社
長
）
の
産
業
廃

棄
物
収
集
運
搬
業
の
許
可

を
取
り
消
し
た
。

同
社
の
役
員
で
あ
っ
た

者
は
在
任
期
間
中
の
９
月

２６
日
、
尼
崎
簡
易
裁
判
所

で
刑
法
２
０
４
条
違
反

（
傷
害
罪
）
に
よ
り
、
罰

金
刑
が
確
定
し
た
。
こ
の

こ
と
が
廃
棄
物
処
理
法
第

１４
条
第
５
項
第
２
号
ニ
に

規
定
す
る
法
第
７
条
第
５

項
第
４
号
ニ
に
該
当
す
る

た
め
、
今
回
の
行
政
処
分

を
行
っ
た
。

山
口
県
は
１０
月
１６
日
、

小
川
商
会（
山
口
県
光
市
、

小
川
洋
治
社
長
）
の
産
業

廃
棄
物
収
集
運
搬
業
の
許

可
を
取
り
消
し
た
。

同
社
の
役
員
が
罰
金
刑

に
処
せ
ら
れ
た
こ
と
か

ら
、
廃
棄
物
処
理
法
第
１４

条
第
５
項
第
２
号
ニ
に
規

定
す
る
同
号
イ
に
係
る
法

第
７
条
第
５
項
第
４
号
ニ

に
規
定
す
る
欠
格
要
件
に

該
当
し
、
今
回
の
行
政
処

分
に
至
っ
た
。

山
口
県
下
松
市
は
１０
月

１６
日
、
金
属
ご
み
の
収
集

作
業
中
に
、
ご
み
収
集
車

の
火
災
が
発
生
し
た
と
発

表
し
た
。
原
因
は
使
っ
て

い
な
い
ス
プ
レ
ー
缶
で
、

収
集
車
の
荷
室
内
で
圧
縮

し
た
際
に
火
花
が
発
生

し
、
缶
内
に
残
っ
て
い
た

ガ
ス
に
引
火
し
た
た
め
と

す
る
。
処
理
施
設
、
地
域

住
民
な
ど
に
被
害
を
及
ぼ

す
恐
れ
が
あ
る
他
、
人
命

に
関
わ
る
重
大
な
事
故
に

発
展
す
る
可
能
性
が
あ
る

と
し
て
、
ス
プ
レ
ー
缶
・

カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
の
適
切

な
処
分
を
呼
び
掛
け
て
い

る
。福

岡
県
は
９
月
１８
日
、

滉
王（
福
岡
県
久
留
米
市
、

江
頭
伸
明
社
長
）
の
産
業

廃
棄
物
収
集
運
搬
業
の
許

可
を
取
り
消
し
た
。

同
社
は
８
月
１８
日
、
福

岡
地
方
裁
判
所
久
留
米
支

部
か
ら
破
産
手
続
き
開
始

の
決
定
を
受
け
た
。
こ
の

こ
と
が
廃
棄
物
処
理
法
第

１４
条
第
５
項
第
２
号
イ
に

規
定
す
る
法
７
条
第
５
項

第
４
号
ロ
に
該
当
す
る
た

め
、
今
回
の
行
政
処
分
に

至
っ
た
。

御
池
鐵
工
所
（
広
島
県
福
山
市
、
小
林
秀
匡
社

長
、

０
８
４
・
９
６
３
・
５
５
０
０
）
の
歴
史

は
古
く
、そ
の
源
流
は
明
治
期
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
。

１
０
０
年
以
上
の
経
験
に
裏
打
ち
さ
れ
た
技
術

で
、
未
利
用
資
源
の
有
効
利
用
に
貢
献
し
、
現
在

で
は
破
砕
、
選
別
、
乾
燥
、
造
粒
な
ど
全
て
の
機

器
を
自
社
内
で
設
計
・
製
造
す
る
一
貫
体
制
を
構

築
。
９
月
に
就
任
し
た
小
林
社
長
に
、
事
業
の
足

跡
と
今
後
の
展
望
を
聞
い
た
。

エーイーエム 新新
社社
長長
イイ
ンン
タタ
ビビ
ュュ
ーー

高
磁
力
磁
選
機
を
開
発

ミ
ッ
ク
ス
メ
タ
ル
を
選
別

資源有効利用へ１００年の歴史
御御池池鐵鐵工工所所 小小林林秀秀匡匡社社長長にに聞聞くく

軽トラックの荷台に搭載可能な
小型高磁力式ドラム磁選機

髙
橋
ボ
デ
ー（
静
岡
市
、

髙
橋
秀
宜
社
長
、

０
５

４
・
３
４
５
・
８
３
８

５
）
は
こ
の
た
び
、
カ
ナ

ダ
の
ト
ラ
ウ
ト
リ
バ
ー
社

製
搬
送
車
「
ラ
イ
ブ
ボ
ト

ム
ト
レ
ー
ラ
ー
」、「
ハ
イ

キ
ュ
ー
ブ
ト
レ
ー
ラ
ー
」

を
国
内
向
け
に
調
整
・
製

造
し
、
販
売
す
る
事
業
を

開
始
し
た
。
北
米
や
欧
州

な
ど
で
利
用
さ
れ
て
い
る

車
種
で
、
今
回
初
め
て
ア

ジ
ア
向
け
に
販
売
す
る
。

荷
台
の
床
面
が
ベ
ル
ト
コ

ン
ベ
ア
に
な
っ
て
お
り
、

ダ
ン
プ
ア
ッ
プ
せ
ず
に
積

み
荷
を
下
ろ
せ
る
他
、
正

転
・
逆
転
の
切
り
替
え
が

可
能
な
た
め
、
積
み
込
み

の
手
間
も
少
な
い
。
一
般

・
産
業
廃
棄
物
の
収
集
運

搬
を
行
う
た
め
の
車
両
と

し
て
も
注
文
が
入
っ
て
い

る
。ラ

イ
ブ
ボ
ト
ム
ト
レ
ー

ラ
ー
は
土
砂
な
ど
の
比
重

が
重
い
物
を
、
ハ
イ
キ
ュ

ー
ブ
ト
レ
ー
ラ
ー
は
木
く

ず
な
ど
の
比
重
が
軽
い
物

の
搬
送
を
得
意
と
し
て
い

る
。
同
社
に
よ
る
と
、
荷

下
ろ
し
時
に
は
ベ
ル
ト
コ

ン
ベ
ア
が
回
転
を
続
け
る

た
め
、
積
み
荷
を
約
３
分

で
完
全
に
下
ろ
す
こ
と
が

で
き
る
特
性
が
あ
り
な
が

ら
、
傾
斜
が
あ
る
場
所
で

も
荷
下
ろ
し
が
可
能
。
温

度
の
高
い
ア
ス
フ
ァ
ル
ト

合
材
の
搬
送
が
可
能
な
う

え
に
、
マ
イ
ナ
ス
２０
度
Ｃ

で
も
稼
働
が
可
能
な
タ
フ

な
車
両
だ
と
い
う
。

国
内
の
産
廃
搬
送
を
意

識
し
た
カ
ス
タ
ム
と
し

て
、
車
長
約
１２
㍍
の
３
軸

ト
レ
ー
ラ
ー
と
し
て
製
造

す
る
。
粉
じ
ん
が
入
ら
な

い
ド
ラ
ム
ブ
レ
ー
キ
や
日

本
の
地
形
に
対
応
で
き
る

ド
イ
ツ
の
サ
フ
ホ
ラ
ン
ド

社
製
の
車
軸
を
採
用
し
て

い
る
。
１０
月
中
旬
に
は
第

一
号
と
な
る
ユ
ニ
ッ
ト
を

作
り
、
来
年
初
頭
に
は
納

入
す
る
予
定
だ
。

同
社
の
髙
橋
政
貴
氏
は

「
ダ
ン
プ
ア
ッ
プ
で
き
な

い
現
場
や
屋
内
へ
の
納
入

が
可
能
で
あ
り
な
が
ら
、

納
入
速
度
に
も
自

信
が
あ
る
こ
の
車

両
は
、
近
距
離
を

往
復
す
る
ピ
ス
ト

ン
式
の
仕
事
で
特

に
活
躍
で
き
る
。

ベ
ル
ト
コ
ン
ベ
ア

の
末
端
が
荷
台
扉

よ
り
も
外
側
に
あ

る
た
め
、
掃
除
を

し
な
く
て
も
積
み

荷
を
き
れ
い
に
下

ろ
せ
る
点
も
現
場

の
役
に
立
て
る
は

ず
だ
」
と
述
べ
て

い
る
。

髙橋ボデー

ア
ジ
ア
初
・
国
内

仕
様
販
売
を
開
始

カ
ナ
ダ
製
ベ
ル
コ
ン
床
ト
レ
ー
ラ
ー

環
境
プ
ラ
ン
ト
の
設
計

・
施
工
な
ど
を
行
う
梶
原

鉄
工
所（
兵
庫
県
姫
路
市
、

梶
原
敏
樹
社
長
、

０
７

９
・
２
３
５
・
６
１
５

１
）
は
、
イ
タ
リ
ア
の
Ｚ

ｕ
ｃ
ｃ
ａ
ｔ
ｏ

Ｅ
ｎ
ｅ

ｒ
ｇ
ｉ
ａ
社
製
の
バ
イ
ナ

リ
ー
発
電
機
の
販
売
を
開

始
し
た
。
蒸
気
源
を
必
要

と
せ
ず
、
温
水
・
過
熱
水

で
発
電
で
き
る
た
め
、
廃

熱
回
収
や
バ
イ
オ
マ
ス
発

電
に
よ
る
効
率
改
善
な
ど

に
活
用
を
見
込
む
。今
後
、

積
極
的
に
販
路
の
拡
大
を

進
め
て
い
く
。

同
社
は
４
月
、
Ｚ
ｕ
ｃ

ｃ
ａ
ｔ
ｏ

Ｅ
ｎ
ｅ
ｒ
ｇ

ｉ
ａ
社
が
設
計
・
製
造
す

る
Ｏ
Ｒ
Ｃ
モ
ジ
ュ
ー
ル
に

関
す
る
国
内
市
場
へ
の
輸

入
・
販
売
と
据
え
付
け
の

他
、
サ
ー
ビ
ス
業
務
の
取

り
扱
い
に
つ
い
て
合
意
し

た
。
Ｚ
ｕ
ｃ
ｃ
ａ
ｔ
ｏ

Ｅ
ｎ
ｅ
ｒ
ｇ
ｉ
ａ
社
は
、

イ
タ
リ
ア
・
ヴ
ェ
ロ
ー
ナ

に
本
拠
を
置
き
、
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
分
野
で
活

躍
。
低
温
の
熱
か
ら
効
率

的
に
発
電
す
る
Ｏ
Ｒ
Ｃ
シ

ス
テ
ム
の
設
計
・
製
造
を

主
に
手
掛
け
、
欧
州
や
米

国
、
ア
フ

リ
カ
、
ア

ジ
ア
等
で

数
多
く
の

設
置
実
績

を
持
つ
。

今
回
取

り
扱
い
を

始
め
た
ラ

イ
ン
ア
ッ

プ
に
は
、

工
場
の
廃

熱
回
収
や
地
熱
利
用
な
ど

の
低
温
度（
８５
度
Ｃ
以
上
）

に
適
し
た
「
Ｕ
Ｌ
Ｈ
シ
リ

ー
ズ
」（
出
力
レ
ン
ジ
３０
〜

３
０
０
㌔
㍗
）
と
、
燃
焼

ボ
イ
ラ
ー
な
ど
の
中
温
度

（
１
６
５
度
Ｃ
）
に
適
し

た
「
Ｌ
Ｔ
シ
リ
ー
ズ
」（
出

力
レ
ン
ジ
７５
〜
５
５
０
㌔

㍗
）
が
あ
る
。
熱
供
給
が

定
格
を
下
回
る
低
負
荷
で

も
対
応
可
能
だ
。

「
Ｚ
Ｅ
―
５０
―
Ｕ
Ｌ
Ｈ
」

の
製
品
仕
様
は
、
▽
熱
エ

ネ
ル
ギ
ー
入
力
量
５
５
０

㌔
㍗
▽
電
力
出
力
５０
㌔
㍗

▽
サ
イ
ズ
は
長
さ
４
×
奥

行
き
１
・
３
×
幅
２
・
５

㍍
▽
重
さ
は
４
・
５
㌧

と
な
っ
て
い
る
。
運

転
温
度
は
、
６０
〜
１
６
５

度
Ｃ
ま
で
対
応
す
る
。

担
当
者
は
、
「
コ
ロ
ナ

禍
で
延
期
し
て
い
た
が
満

を
持
し
て
販
売
す
る
。
環

境
保
護
先
進
地
域
で
あ
る

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
製
品
で
、

国
内
の
Ｅ
Ｓ
Ｇ
重
視
経
営

に
取
り
組
ん
で
い
る
企
業

に
満
足
し
て
も
ら
え
る
商

品
だ
。
有
力
事
業
に
育
て

て
い
き
た
い
」
と
意
気
込

ん
で
い
る
。

バ
イ
ナ
リ
ー
発
電
機
「
Ｚ
Ｅ
―
５０
―
Ｕ
Ｌ
Ｈ
」

梶原鉄工所

伊
製
バ
イ
ナ
リ
ー
発
電
機
を
発
売

廃
熱
回
収
な
ど
の
効
率
改
善
に
活
用

ハ
イ
キ
ュ
ー
ブ
ト
レ
ー
ラ
ー

（
写
真
は
国
外
仕
様
）

第１５１１号（第３種郵便物承認）

社
内
一
貫
体
制
で
さ
ら
な
る
進
化
へ

週 刊 循 環 経 済 新 聞（７） ２０２０年（令和２年）１１月２日（月曜日）

産
業
廃
棄
物
収
集

運
搬
業
の
許
可
を
取
消

〈
神
奈
川
県
〉

ボ
イ
ラ
ー
室
で
ア
ス

ベ
ス
ト
の
含
有
を
確
認

〈
新
潟
県
〉

産
廃
収
運
許
可

取
消
の
行
政
処
分

〈
兵
庫
県
〉

欠
格
要
件
に

該
当
で
許
可
取
消

〈
山
口
県
〉

ご
み
収
集
車
の

火
災
が
発
生

〈
山
口
県
下
松
市
〉

収
集
運
搬
業
の

許
可
を
取
消

〈
福
岡
県
〉

こ
れ
ま
で
の
歩
み
に

つ
い
て
。

小
林

前
身
と
な
る
小
林

発
動
機
製
作
所
（
後
に
小

林
兄
弟
鐵
工
所
に
改
名
）

は
、
曽
祖
父
が
１
９
０
６

年
に
設
立
。
木
炭
ガ
ス
を

利
用
し
た
発
動
機
を
開
発

し
、
燃
料
不
足
に
悩
む
当

時
の
日
本
の
生
活
を
支
え

た
。
今
で
言
う
バ
イ
オ
マ

ス
利
用
の
元
祖
だ
。
技
術

だ
け
で
な
く
、
そ
う
し
た

社
会
へ
の
貢
献
度
が
評
価

さ
れ
、
産
業
考
古
学
会
の

「
産
業
遺
産
」、日
本
機
械

学
会
の
「
機
械
遺
産
」
の

認
定
を
受
け
て
い
る
。

御
池
鐵
工
所
と
し
て
の

創
業
は
、
祖
父
の
代
で
１

９
５
３
年
の
こ
と
。
製
材

所
か
ら
出
る
お
が
く
ず
を

燃
料
化
す
る
オ
ガ
ラ
イ
ト

製
造
機
を
開
発
し
、
ト
ッ

プ
シ
ェ
ア
を
占
め
た
。
そ

の
後
、
製
鉄
所
の
燃
料
需

要
が
急
拡
大
し
、
間
伐
材

や
解
体
材
な
ど
も
原
料
と

す
る
よ
う
に
な
っ
た
た

め
、
選
別
や
乾
燥
、
破
砕

の
技
術
も
磨
い
て
い
っ

た
。
１
社
で
プ
ラ
ン
ト
の

全
工
程
を
組
め
る
よ
う
に

な
っ
た
の
は
、
こ
の
経
験

が
基
盤
と
な
っ
て
い
る
。

大
き
な
転
機
は
。

小
林
昭
和
の
終
わ
り
頃
、

包
装
プ
ラ
な
ど
の
ご
み
問

題
が
深
刻
化
し
た
。
そ
の

処
理
の
相
談
を
受
け
、
１

９
８
４
年
に
開
発
し
た
の

が
、
今
の
主
力
製
品
で
も

あ
る
Ｒ
Ｐ
Ｆ
製
造
機
だ
。

こ
れ
を
効
率
的
に
動
か
す

た
め
異
物
を
除
去
し
よ
う

と
、
選
別
技
術
も
向
上
。

ヒ
ッ
ト
商
品
と
な
っ
た
バ

リ
オ
セ
パ
レ
ー
タ
ー
も
当

初
は
容
リ
プ
ラ
向
け
だ
っ

た
が
、
改
良
を
重
ね
、
建

廃
だ
け
で
製
紙
会
社
の
ボ

イ
ラ
ー
燃
料
需
要
に
適
合

す
る
ま
で
に
な
っ
た
。

こ
の
バ
リ
オ
は
、
産
声

を
上
げ
て
か
ら
能
力
が
認

め
ら
れ
る
ま
で
に
１０
年
ほ

ど
か
か
っ
た
。
今
で
は
業

界
の
先
駆
と
し
て
全
国
に

採
用
が
広
が
っ
て
い
る
。

ユ
ー
ザ
ー
の
ニ
ー
ズ
に
真

摯
に
応
え
て
き
た
結
果
だ

と
自
負
し
て
い
る
。

現
在
は
、
選
別
精
度
を

さ
ら
に
上
げ
、
作
業
負
荷

を
減
ら
す
こ
と
に
取
り
組

ん
で
い
る
。
そ
の
第
一
歩

と
し
て
、
Ａ
Ｉ
を
活
用
し

た
ロ
ボ
ッ
ト
選
別
機
の
１

号
機
導
入
が
来
春
を
め
ど

に
決
ま
っ
た
。
こ
の
ロ
ボ

ッ
ト
選
別
機
の
試
験
や
在

庫
保
管
を
行
う
第
３
テ
ス

ト
工
場
を
１１
月
中
旬
に
開

設
す
る
。ま
た
、Ｒ
Ｐ
Ｆ
の

小
型
燃
焼
炉
も
来
夏
に
お

披
露
目
で
き
る
予
定
だ
。

今
後
の
展
望
に
つ
い

て
は
。

小
林

時
代
は
焼
却
・
埋

立
か
ら
リ
サ
イ
ク
ル
へ
と

転
換
し
、
廃
棄
物
の
性
状

も
ま
す
ま
す
多
様
化
し
て

い
る
。
こ
れ
ま
で
培
っ
た

ノ
ウ
ハ
ウ
を
生
か
し
て
、

処
理
機
も
常
に
進
化
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。わ

が
社
の
強
み
は
、
プ

ラ
ン
ト
の
肝
の
部
分
を
全

て
自
社
内
で
手
掛
け
る
こ

と
に
よ
り
、
迅
速
な
対
応

を
可
能
に
し
た
こ
と
。
社

員
約
１
６
０
人
中
３０
人
超

が
設
計
部
に
所
属
し
て
お

り
、
開
発
・
設
計
に
は
特

に
力
を
入
れ
て
い
る
。
今

後
も
安
定
し
て
操
業
で
き

る
良
い
機
械
を
適
正
な
金

額
で
提
供
し
、
社
会
の
役

に
立
っ
て
い
き
た
い
。
そ

の
哲
学
と
技
術
を
継
承
す

る
若
手
の
人
材
育
成
が
、

今
後
の
重
要
な
課
題
だ
と

思
っ
て
い
る
。

リ
サ
イ
ク
ル
機
器
メ
ー

カ
ー
の
エ
ー
イ
ー
エ
ム

（
長
野
県
上
田
市
、
加
藤

嘉
幸
社
長
、

０
２
６
８

・
３
１
・
０
１
５
５
）
は

新
た
に
小
型
高
磁
力
式
ド

ラ
ム
磁
選
機
を
開
発
し

た
。
破
砕
後
の
ミ
ッ
ク
ス

メ
タ
ル
の
選
別
・
資
源
化

に
役
立
つ
。
小
型
で
運
び

や
す
く
、
値
ご
ろ
で
産
廃

処
理
・
ス
ク
ラ
ッ
プ
業
者

な
ど
か
ら
引
き
合
い
が
増

え
て
い
る
。

使
用
済
み
家
電
や
廃
Ｏ

Ａ
機
器
な
ど
を
破
砕
し
た

後
に
出
て
く
る
ミ
ッ
ク
ス

メ
タ
ル
。
銅
・
ア
ル
ミ
・

ス
テ
ン
レ
ス
・
真
鍮
・
電

線
・
基
盤
・
亜
鉛
な
ど
貴

金
属
が
混
在
し
て
い
る
。

２
０
１
８
年
末
頃
、
中
国

が
輸
入
規
制
を
強
化
、
国

内
の
ミ
ッ
ク
ス
メ
タ
ル
は

不
純
物
が
多
く
混
入
し
て

い
る
と
し
て
輸
出
が
難
し

く
な
っ
た
。

開
発
の
き
っ
か
け
は
ミ

ッ
ク
ス
メ
タ
ル
の
中
の
ス

テ
ン
レ
ス
を
磁
力
で
選
別

で
き
な
い
か
相
談
さ
れ
た

こ
と
。
同
装
置
は
、
磁
束

密
度
４
５
０
０

の
高
磁

力
ネ
オ
ジ
ム
磁
石
を
採

用
。
普
通
の
磁
選
機
で
鉄

を
除
去
し
た
後
に
同
選
別

機
で
再
度
選
別
す
る
と
ス

テ
ン
レ
ス
系
の
材
料
を
効

率
よ
く
取
り
出
せ
る
。

重
量
は
約
１
２
０
㌔
㌘

と
コ
ン
パ
ク
ト
。
軽
ト
ラ

ッ
ク
の
荷
台
に
搭
載
可
能

だ
。
選
別
有
効
幅
は
３
０

０
㍉
㍍
で
振
動
供
給
機
や

フ
ル
イ
機
能
も
搭
載
し
て

い
る
の
が
特
徴
。
処
理
能

力
は
１
時
間
当
た
り
１
〜

２
立
方
㍍
で
オ
ー
プ
ン
価

格
。同

社
の
加
藤
社
長
は

「
小
型
な
が
ら
処
理
能
力

は
威
力
十
分
。
ス
ペ
ー
ス

は
と
ら
な
い
し
、
運
び
や

す
い
。
開
発
後
、
問
い
合

わ
せ
が
増
え
て
い
る
」
と

話
し
て
い
る
。

神
奈
川
県
は
９
月
１４

日
、
真
和
建
設
（
東
京
・

千
代
田
、明
本
真
吾
社
長
）

の
産
業
廃
棄
物
収
集
運

搬
業
許
可
を
取
り
消
し

た
。同

社
の
廃
棄
物
処
理
法

施
行
令
第
６
条
の
１０
の
規

定
に
よ
る
使
用
人
は
、
自

動
車
の
運
転
に
よ
り
人
を

死
傷
さ
せ
る
行
為
等
の
処

罰
に
関
す
る
法
律
お
よ
び

道
路
交
通
法
に
違
反
し
た

こ
と
で
、
２
０
１
８
年
３

月
１２
日
に
福
島
地
方
裁
判

所
い
わ
き
支
部
で
懲
役
１

年
２
月（
執
行
猶
予
付
き
）

の
判
決
を
受
け
、
同
月
２７

日
に
刑
が
確
定
し
た
。

そ
れ
が
廃
棄
物
処
理
法

で
規
定
す
る
許
可
の
欠
格

要
件
に
該
当
す
る
た
め
、

許
可
を
取
り
消
し
た
（
法

第
１４
条
の
３
の
２
第
１
項

第
４
号
）。

新
潟
県
は
１０
月
１４
日
、

県
立
妙
高
病
院
で
の
蒸
気

ボ
イ
ラ
ー
更
新
工
事
に
伴

っ
て
実
施
し
た
事
前
調
査

の
結
果
、
ボ
イ
ラ
ー
本
体

の
保
湿
材
に
ア
ス
ベ
ス
ト

（
ア
モ
サ
イ
ト
）
が
含
ま

れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し

た
。保

湿
材
は
セ
メ
ン
ト
状

に
固
め
ら
れ
て
外
装
材
に

覆
わ
れ
て
い
る
た
め
、
飛

散
の
お
そ
れ
は
な
い
と
い

う
。
除
去
に
つ
い
て
は
今

年
１１
月
に
実
施
さ
れ
る
予

定
だ
。

兵
庫
県
は
１０
月
１９
日
、

Ｈ
Ｏ
Ｐ
Ｅ
（
大
阪
市
、
中

村
一
貴
社
長
）
の
産
業
廃

棄
物
収
集
運
搬
業
の
許
可

を
取
り
消
し
た
。

同
社
の
役
員
で
あ
っ
た

者
は
在
任
期
間
中
の
９
月

２６
日
、
尼
崎
簡
易
裁
判
所

で
刑
法
２
０
４
条
違
反

（
傷
害
罪
）
に
よ
り
、
罰

金
刑
が
確
定
し
た
。
こ
の

こ
と
が
廃
棄
物
処
理
法
第

１４
条
第
５
項
第
２
号
ニ
に

規
定
す
る
法
第
７
条
第
５

項
第
４
号
ニ
に
該
当
す
る

た
め
、
今
回
の
行
政
処
分

を
行
っ
た
。

山
口
県
は
１０
月
１６
日
、

小
川
商
会（
山
口
県
光
市
、

小
川
洋
治
社
長
）
の
産
業

廃
棄
物
収
集
運
搬
業
の
許

可
を
取
り
消
し
た
。

同
社
の
役
員
が
罰
金
刑

に
処
せ
ら
れ
た
こ
と
か

ら
、
廃
棄
物
処
理
法
第
１４

条
第
５
項
第
２
号
ニ
に
規

定
す
る
同
号
イ
に
係
る
法

第
７
条
第
５
項
第
４
号
ニ

に
規
定
す
る
欠
格
要
件
に

該
当
し
、
今
回
の
行
政
処

分
に
至
っ
た
。

山
口
県
下
松
市
は
１０
月

１６
日
、
金
属
ご
み
の
収
集

作
業
中
に
、
ご
み
収
集
車

の
火
災
が
発
生
し
た
と
発

表
し
た
。
原
因
は
使
っ
て

い
な
い
ス
プ
レ
ー
缶
で
、

収
集
車
の
荷
室
内
で
圧
縮

し
た
際
に
火
花
が
発
生

し
、
缶
内
に
残
っ
て
い
た

ガ
ス
に
引
火
し
た
た
め
と

す
る
。
処
理
施
設
、
地
域

住
民
な
ど
に
被
害
を
及
ぼ

す
恐
れ
が
あ
る
他
、
人
命

に
関
わ
る
重
大
な
事
故
に

発
展
す
る
可
能
性
が
あ
る

と
し
て
、
ス
プ
レ
ー
缶
・

カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
の
適
切

な
処
分
を
呼
び
掛
け
て
い

る
。福

岡
県
は
９
月
１８
日
、

滉
王（
福
岡
県
久
留
米
市
、

江
頭
伸
明
社
長
）
の
産
業

廃
棄
物
収
集
運
搬
業
の
許

可
を
取
り
消
し
た
。

同
社
は
８
月
１８
日
、
福

岡
地
方
裁
判
所
久
留
米
支

部
か
ら
破
産
手
続
き
開
始

の
決
定
を
受
け
た
。
こ
の

こ
と
が
廃
棄
物
処
理
法
第

１４
条
第
５
項
第
２
号
イ
に

規
定
す
る
法
７
条
第
５
項

第
４
号
ロ
に
該
当
す
る
た

め
、
今
回
の
行
政
処
分
に

至
っ
た
。

御
池
鐵
工
所
（
広
島
県
福
山
市
、
小
林
秀
匡
社

長
、

０
８
４
・
９
６
３
・
５
５
０
０
）
の
歴
史

は
古
く
、そ
の
源
流
は
明
治
期
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
。

１
０
０
年
以
上
の
経
験
に
裏
打
ち
さ
れ
た
技
術

で
、
未
利
用
資
源
の
有
効
利
用
に
貢
献
し
、
現
在

で
は
破
砕
、
選
別
、
乾
燥
、
造
粒
な
ど
全
て
の
機

器
を
自
社
内
で
設
計
・
製
造
す
る
一
貫
体
制
を
構

築
。
９
月
に
就
任
し
た
小
林
社
長
に
、
事
業
の
足

跡
と
今
後
の
展
望
を
聞
い
た
。

エーイーエム 新新
社社
長長
イイ
ンン
タタ
ビビ
ュュ
ーー

高
磁
力
磁
選
機
を
開
発

ミ
ッ
ク
ス
メ
タ
ル
を
選
別

資源有効利用へ１００年の歴史
御御池池鐵鐵工工所所 小小林林秀秀匡匡社社長長にに聞聞くく

軽トラックの荷台に搭載可能な
小型高磁力式ドラム磁選機

髙
橋
ボ
デ
ー（
静
岡
市
、

髙
橋
秀
宜
社
長
、

０
５

４
・
３
４
５
・
８
３
８

５
）
は
こ
の
た
び
、
カ
ナ

ダ
の
ト
ラ
ウ
ト
リ
バ
ー
社

製
搬
送
車
「
ラ
イ
ブ
ボ
ト

ム
ト
レ
ー
ラ
ー
」、「
ハ
イ

キ
ュ
ー
ブ
ト
レ
ー
ラ
ー
」

を
国
内
向
け
に
調
整
・
製

造
し
、
販
売
す
る
事
業
を

開
始
し
た
。
北
米
や
欧
州

な
ど
で
利
用
さ
れ
て
い
る

車
種
で
、
今
回
初
め
て
ア

ジ
ア
向
け
に
販
売
す
る
。

荷
台
の
床
面
が
ベ
ル
ト
コ

ン
ベ
ア
に
な
っ
て
お
り
、

ダ
ン
プ
ア
ッ
プ
せ
ず
に
積

み
荷
を
下
ろ
せ
る
他
、
正

転
・
逆
転
の
切
り
替
え
が

可
能
な
た
め
、
積
み
込
み

の
手
間
も
少
な
い
。
一
般

・
産
業
廃
棄
物
の
収
集
運

搬
を
行
う
た
め
の
車
両
と

し
て
も
注
文
が
入
っ
て
い

る
。ラ

イ
ブ
ボ
ト
ム
ト
レ
ー

ラ
ー
は
土
砂
な
ど
の
比
重

が
重
い
物
を
、
ハ
イ
キ
ュ

ー
ブ
ト
レ
ー
ラ
ー
は
木
く

ず
な
ど
の
比
重
が
軽
い
物

の
搬
送
を
得
意
と
し
て
い

る
。
同
社
に
よ
る
と
、
荷

下
ろ
し
時
に
は
ベ
ル
ト
コ

ン
ベ
ア
が
回
転
を
続
け
る

た
め
、
積
み
荷
を
約
３
分

で
完
全
に
下
ろ
す
こ
と
が

で
き
る
特
性
が
あ
り
な
が

ら
、
傾
斜
が
あ
る
場
所
で

も
荷
下
ろ
し
が
可
能
。
温

度
の
高
い
ア
ス
フ
ァ
ル
ト

合
材
の
搬
送
が
可
能
な
う

え
に
、
マ
イ
ナ
ス
２０
度
Ｃ

で
も
稼
働
が
可
能
な
タ
フ

な
車
両
だ
と
い
う
。

国
内
の
産
廃
搬
送
を
意

識
し
た
カ
ス
タ
ム
と
し

て
、
車
長
約
１２
㍍
の
３
軸

ト
レ
ー
ラ
ー
と
し
て
製
造

す
る
。
粉
じ
ん
が
入
ら
な

い
ド
ラ
ム
ブ
レ
ー
キ
や
日

本
の
地
形
に
対
応
で
き
る

ド
イ
ツ
の
サ
フ
ホ
ラ
ン
ド

社
製
の
車
軸
を
採
用
し
て

い
る
。
１０
月
中
旬
に
は
第

一
号
と
な
る
ユ
ニ
ッ
ト
を

作
り
、
来
年
初
頭
に
は
納

入
す
る
予
定
だ
。

同
社
の
髙
橋
政
貴
氏
は

「
ダ
ン
プ
ア
ッ
プ
で
き
な

い
現
場
や
屋
内
へ
の
納
入

が
可
能
で
あ
り
な
が
ら
、

納
入
速
度
に
も
自

信
が
あ
る
こ
の
車

両
は
、
近
距
離
を

往
復
す
る
ピ
ス
ト

ン
式
の
仕
事
で
特

に
活
躍
で
き
る
。

ベ
ル
ト
コ
ン
ベ
ア

の
末
端
が
荷
台
扉

よ
り
も
外
側
に
あ

る
た
め
、
掃
除
を

し
な
く
て
も
積
み

荷
を
き
れ
い
に
下

ろ
せ
る
点
も
現
場

の
役
に
立
て
る
は

ず
だ
」
と
述
べ
て

い
る
。

髙橋ボデー

ア
ジ
ア
初
・
国
内

仕
様
販
売
を
開
始

カ
ナ
ダ
製
ベ
ル
コ
ン
床
ト
レ
ー
ラ
ー

環
境
プ
ラ
ン
ト
の
設
計

・
施
工
な
ど
を
行
う
梶
原

鉄
工
所（
兵
庫
県
姫
路
市
、

梶
原
敏
樹
社
長
、

０
７

９
・
２
３
５
・
６
１
５

１
）
は
、
イ
タ
リ
ア
の
Ｚ

ｕ
ｃ
ｃ
ａ
ｔ
ｏ

Ｅ
ｎ
ｅ

ｒ
ｇ
ｉ
ａ
社
製
の
バ
イ
ナ

リ
ー
発
電
機
の
販
売
を
開

始
し
た
。
蒸
気
源
を
必
要

と
せ
ず
、
温
水
・
過
熱
水

で
発
電
で
き
る
た
め
、
廃

熱
回
収
や
バ
イ
オ
マ
ス
発

電
に
よ
る
効
率
改
善
な
ど

に
活
用
を
見
込
む
。今
後
、

積
極
的
に
販
路
の
拡
大
を

進
め
て
い
く
。

同
社
は
４
月
、
Ｚ
ｕ
ｃ

ｃ
ａ
ｔ
ｏ

Ｅ
ｎ
ｅ
ｒ
ｇ

ｉ
ａ
社
が
設
計
・
製
造
す

る
Ｏ
Ｒ
Ｃ
モ
ジ
ュ
ー
ル
に

関
す
る
国
内
市
場
へ
の
輸

入
・
販
売
と
据
え
付
け
の

他
、
サ
ー
ビ
ス
業
務
の
取

り
扱
い
に
つ
い
て
合
意
し

た
。
Ｚ
ｕ
ｃ
ｃ
ａ
ｔ
ｏ

Ｅ
ｎ
ｅ
ｒ
ｇ
ｉ
ａ
社
は
、

イ
タ
リ
ア
・
ヴ
ェ
ロ
ー
ナ

に
本
拠
を
置
き
、
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
分
野
で
活

躍
。
低
温
の
熱
か
ら
効
率

的
に
発
電
す
る
Ｏ
Ｒ
Ｃ
シ

ス
テ
ム
の
設
計
・
製
造
を

主
に
手
掛
け
、
欧
州
や
米

国
、
ア
フ

リ
カ
、
ア

ジ
ア
等
で

数
多
く
の

設
置
実
績

を
持
つ
。

今
回
取

り
扱
い
を

始
め
た
ラ

イ
ン
ア
ッ

プ
に
は
、

工
場
の
廃

熱
回
収
や
地
熱
利
用
な
ど

の
低
温
度（
８５
度
Ｃ
以
上
）

に
適
し
た
「
Ｕ
Ｌ
Ｈ
シ
リ

ー
ズ
」（
出
力
レ
ン
ジ
３０
〜

３
０
０
㌔
㍗
）
と
、
燃
焼

ボ
イ
ラ
ー
な
ど
の
中
温
度

（
１
６
５
度
Ｃ
）
に
適
し

た
「
Ｌ
Ｔ
シ
リ
ー
ズ
」（
出

力
レ
ン
ジ
７５
〜
５
５
０
㌔

㍗
）
が
あ
る
。
熱
供
給
が

定
格
を
下
回
る
低
負
荷
で

も
対
応
可
能
だ
。

「
Ｚ
Ｅ
―
５０
―
Ｕ
Ｌ
Ｈ
」

の
製
品
仕
様
は
、
▽
熱
エ

ネ
ル
ギ
ー
入
力
量
５
５
０

㌔
㍗
▽
電
力
出
力
５０
㌔
㍗

▽
サ
イ
ズ
は
長
さ
４
×
奥

行
き
１
・
３
×
幅
２
・
５

㍍
▽
重
さ
は
４
・
５
㌧

と
な
っ
て
い
る
。
運

転
温
度
は
、
６０
〜
１
６
５

度
Ｃ
ま
で
対
応
す
る
。

担
当
者
は
、
「
コ
ロ
ナ

禍
で
延
期
し
て
い
た
が
満

を
持
し
て
販
売
す
る
。
環

境
保
護
先
進
地
域
で
あ
る

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
製
品
で
、

国
内
の
Ｅ
Ｓ
Ｇ
重
視
経
営

に
取
り
組
ん
で
い
る
企
業

に
満
足
し
て
も
ら
え
る
商

品
だ
。
有
力
事
業
に
育
て

て
い
き
た
い
」
と
意
気
込

ん
で
い
る
。

バ
イ
ナ
リ
ー
発
電
機
「
Ｚ
Ｅ
―
５０
―
Ｕ
Ｌ
Ｈ
」

梶原鉄工所

伊
製
バ
イ
ナ
リ
ー
発
電
機
を
発
売

廃
熱
回
収
な
ど
の
効
率
改
善
に
活
用

ハ
イ
キ
ュ
ー
ブ
ト
レ
ー
ラ
ー

（
写
真
は
国
外
仕
様
）

第１５１１号（第３種郵便物承認）

社
内
一
貫
体
制
で
さ
ら
な
る
進
化
へ
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